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１ 背景、目的

トマトやシュンギクなどの害虫であるマメハモグリバエの防除には、土着の寄

生蜂ハモグリミドリヒメコバチが、産卵数が多く、雌だけで繁殖することから、

天敵として極めて有望であることを明らかにしました。そこで、この天敵を用い

た防除技術を実用化するため、天敵を大量に安定して生産、供給することのでき

るシステムを開発しました。

２ 成果の内容・特徴

１）このシステムは、ハモグリミドリヒメコバチ（写真１）の餌としてマメハ

モグリバエの幼虫、その餌植物としてインゲン（写真２）を用い、マメハモ

グリバエの増殖工程（図１の上部）とハモグリミドリヒメコバチの増殖工程

（図１の下部）で構成されます。

２）マメハモグリバエの増殖工程では、まずマメハモグリバエ成虫にインゲン

の展開した初生葉に１日間産卵させます（図１の 、 。産卵後、３齢幼① ②）

虫になった時点でインゲン葉を切り取り、羽化装置に収めます（図１の 、③

。羽化した成虫は増殖工程に戻し、増殖を続けます（図１の 、 。④ ⑤ ⑥） ）

３）ハモグリミドリヒメコバチの増殖工程では、マメハモグリバエの増殖工程

で幼虫が３齢に達した時点で成虫に１日間産卵させます（図１の 。産卵④）

２日後にインゲン葉を切り取り成虫回収装置に収めます（図１の 、 。⑤ ⑥）

羽化した成虫はマメハモグリバエ防除のための放飼に使い、一部は増殖工程

に戻します （図１の 、 。。 ）⑦ ⑧

４）このシステムは、インゲン１株で約 頭のハモグリミドリヒメコバチの35

、 。生産が可能で ほ場 ａ当たりの防除に必要な頭数は 株で確保できます10 25



３ 主要なデータなど

写真１ ハモグリミドリヒメコバチ 写真２ 寄生されたマメハモ

の成虫（マメハモグリバエ グリバエの幼虫（黒

の幼虫に産卵中） くなっている部分）

マ メ ハ モ グ リ バ エ （ 天 敵 の 餌 昆 虫 ） の 増 殖 工 程

⑤ ④

成虫の回収 ← 成虫羽化装置

インゲン葉を刈り取り

増殖工程 成虫の羽化まで維持

への再導入 ⑥ １２日

↑

① ② ↓ ③

ガラス室 産卵・飼育室 隔離恒温器

インゲンの栽培 インゲンへのマメ ３齢幼虫

（ポリ鉢） → ハモグリバエの産卵 → まで飼育

約１０日 １日 ４～６日

ハ モ グ リ ミ ド リ ヒ メ コ バ チ （ 天 敵 ） の 増 殖 工 程

⑦ ⑥ ⑤ ④ ↓

成虫 成虫回収装置 恒温器 天敵産卵装置

の回収 ← インゲン葉を切り ← インゲン ← ３齢幼虫への

取り羽化まで飼育 株の維持 寄生蜂の産卵

９日 ２日 １日

↑

↓ ⑧増殖工程への再導入

⑧圃場への放飼

図１ ハモグリミドリヒメコバチの大量増殖システム


